
広域圏職員の広域圏職員の

目的別コミュニティ形成目的別コミュニティ形成

＆＆

人材育成人材育成

広域圏職員の

目的別コミュニティ形成
＆

人材育成

こおりやま広域圏 研究塾 ２班こおりやま広域圏 研究塾 ２班こおりやま広域圏 研究塾 ２班



目次

メンバー01

現状02

理想03

04

先進事例05

提言内容06

07 まとめ

08課題



メンバー

石井尚樹
ー田村市ー

○遠藤一心
ー本宮市ー

◎松本ちひろ
ー郡山市ー

宍戸太陽
ー三春町ー

富山絵梨香
ー猪苗代町ー

本田雅人
ー須賀川市ー



職員数は減少傾向にある

現状①　職員数

地方公共団体の職員数の推移

出典：総務省HP「地方公務員数の状況」

・最少の人数で最大の効果を

　出すことが求められる

・職員を増やすのは財政上困難

公務員一人ひとりの

能力開発・資質向上・

成長できる環境づくりが必要



2025年時点の年齢 特徴

25〜29歳

中堅社員

キャリアの最初がコロナ禍

オンライン、生成AIの普及とキャリア掲載が同時期

19〜24歳

新入社員

高校生〜就活生の頃の青春がコロナ禍

高校でオンライン授業多様な働き方が当たり前の中就職

13〜18歳

大学生

中学高校がコロナ禍

1人1台タブレットが標準

生成AIを活用して学習・探求する力が問われている世代

現状②　若者の特徴

生成AI・オンラインが活用できる場＝若者に選ばれる働きやすい職場生成AI・オンラインが活用できる場＝若者に選ばれる働きやすい職場生成AI・オンラインが活用できる場＝若者に選ばれる働きやすい職場
出典：Z世代キャリア研究所・一般社団法人日本若者キャリア支援協会「Z世代が生きてきた「社会と働き方の歴史」〜なぜ、Z世代の価値観はこうなったのか？〜」



現状③　若者の特徴



出典：リクルートマネジメントソリューションズ「2026年新卒採用 大学生の就職活動に関する調査」

理想①　若者が仕事に求めること

安定

成長



出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング自治体経営改革室「地方公務員の能力開発に関する調査報告」 

理想②　役所が職員に求める能力・能力開発のために必要な取組み　

知見の

共有・承継

知見の

実践
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理想③　国の人材育成方針

出典：総務省「人材育成・確保基本方針策定指針」より抜粋

第３章 人材育成・確保の検討事項

（１）人材の育成プログラムの整備

　　当該育成プログラムの整備に当たっては、育成の対象となる職員や現場のニーズを丁寧に汲み取った上で、

　職種、階層、専門性等に応じて必要となる知識・技能の要件を定義し、当該知識・技能を習得するのに必要

　となる育成手法を体系的に整理すること。

 
（２）人材の育成手法の充実

　　職員が主体的に獲得（リスキリング）や向上（スキルアップ）に取り組み、自らキャリア形成できるよう、

　職務を通じての日々の研修（OJT）を通じた実務能力の向上はもとより、高度で専門的な知識・技能の習得

　や、他の地方公共団体や民間企業の職員等とのネットワークづくり、自発的な学習による幅広い知識・技能の

　習得等、職員のニーズを踏また多様な学習機会を確保すること。

１　人材の育成



課題①　若者が仕事を辞める理由

01

出典：厚生労働省「令和５年若年者雇用実態調査の概要」

　　　（表17　性・年齢階級・最終学歴・雇用形態・初めて勤務した会社での勤続期間階級、最終学校卒業後初めて勤務した会社をやめた主な理由別在学していない若年労働者割合）
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課題②　役所目線での業務上のネットワーク構築に関する課題

出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング自治体経営改革室「地方公務員の能力開発に関する調査報告」 



〇現状も交流はあるが・・・

広域圏の多くの職員が交流できる場がほしい

　・広域圏幹事会・・・管理職等、目上の方が対象

　・研究塾・・・広域圏の若手職員が集まれるが、ごく少数

やりたいことに挑戦でき、成長する機会があるとよい

楽しく成長するために、現状を変えるための取組や支援制度がほしい

〇業務に並行し、自己研鑽・研修・引継ぎ等やりたいことがあるが・・・

　・自分の業務との時間配分が難しい

人材交流・人材育成における私たちが考える課題感



ギャップ

理想の職場
・職員数の減少による、1人

　あたりの業務量増加・属人化

・自己研鑽と自分の業務の配分

　が難しい

・業務上の人間関係が希薄

現状
〇楽しく成長できる職場

・やりたいことに挑戦できる

・できることを増やしていける

・良好な人間関係



・業務の悩みが相談できない

・引き継ぎ不足

・自己研鑽と自分の業務の配分

　が難しい

課題

理想の職場に

　　近づけるには・・・

現状
・職員数の減少による、1人

　あたりの業務量増加・属人化

・自己研鑽と自分の業務の配分

　が難しい

・業務上の人間関係が希薄



20％ルールを活用した

　　　　　「目的別コミュニティ」の形成

解決策

課題
・業務の悩みが相談できない

・引き継ぎ不足

・自己研鑽と自分の業務の配分

　が難しい



先進事例①　福井市役所　福井市版20％ルール

20％ルールとは？

勤務時間の最大20％を通常業務以外の活動に活用できる制度

職員の主体性・スキル向上 職員のモチベーションの向上
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先進事例②20％ルール活用例
福井市役所　チャレンジみらい予算

チャレンジみらい予算とは

・若手職員がチャレンジできる場を創出し、政策形成能力ややる気の向上を

図るとともに市民生活の向上や地域活性化を目指す取り組み。

概要 人数 伴走支援 市長説明 事業実施への関与

個人提案
個人で自所属に関

する事業を提案
原則個人 なし 原則なし 原則なし

チーム提案

チームで自所属or

他所属に関する事

業w提案

原則5人以内 あり あり
チームが

直接プレゼン



強制しない

選択肢は残す

自然に良い
選択を

目的の明確化

STEP1

ペルソナの設定

STEP2

行動プロセス

マップの作成

STEP3

介入案の検討

STEP5

介入案の詳細設

計

STEP6

効果検証

手法の検討

STEP7

ナッジ検討プロセスモデル

優先順位の選定

STEP4

ナッジ（nudge)とは
行動科学の知見に活用により、人々がより良い選択をできるように手助けする政策ツール　
例）階段の見えるところに消費カロリーを表記し、階段の利用者を増やす。

ナッジ・ユニット
福井市役所内にあるナッジの考え方を自治体運営に
取り入れ、普及・支援をするための専門チーム。

先進事例③福井市20％ルール活用例
ナッジユニット



福井市ナッジ・ユニット説明資料より抜粋



課題

遠い市町村は参加しづらい

01

先進事例③　群馬県庁地域づくり協議会　市町村向け交流会

…県主催で、県内市町村が参加対象のオフライン交流会

　業務として参加可能（任意）

　開催場所は高崎市など県内中心部が基本

エリアごとに分けた

交流会の開催

検討案 今後の展望

共通の課題を持つ市町村同士が

交流できる場
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先進事例④　旭化成 (1/2)

【CLAP】

・社員一人ひとりの志向にやニーズ応じ、社内外の幅広いコンテンツを学べる

・学びの深さと幅により、専門性を高め、キャリアの可能性を拡げる

・みんなで学ぶをコンセプトに「主体的に学び続ける社員」を増やす

出典：旭化成説明資料「旭化成の学び方改革」
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先進事例④　旭化成 (2/2)

【新卒学部】

・新入社員が同期と共に学びあう、9か月間の自主コミュニティ活動

・キャリア不安を解消し、一人ひとりが成長実感を持てるよう支援している

・能動的選択は個人に委ねており、同じ志向を持つ仲間と知見を広げられる

・同期から得られる情報により、学習・業務への興味の幅が広がっていく

出典：旭化成説明資料「旭化成の学び方改革」
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先進事例⑤　郡山市Ｚ世代職員コミュニティ会議

目的：若手職員の感性反映・人材育成・人材交流

対象：郡山市Z世代職員

内容：各所属からの相談支援・委員提案

事例：投票所来場スタンプ

　　　異動時の引継ぎについて 等



事例 概要 学んだこと

福井市役所

提案型勉強会

・庁内の部活として有志職員の自己啓発を

実践

・「意識高い系」ではなく、ハードルを下

げたランチ会などの実施

・賛同する仲間がいることでアイデアを実

行に移しやすい

日常に自己研鑽を組み込む手法

アイデアを話せる仲間の存在の

重要性

福井県庁

・目的：職員同士の交流促進。

・活動する楽しさを実感することを大切に

している。

・参加者を増やすことより、興味ある人が

来れるような仕組みづくり

交流する目的と感覚の重要性

先進事例⑥　オフラインで話を聞いた、有志の公務員コミュニティ



事例 概要 学んだこと

オンライン市役所

・全国の約７割の自治体の職員が加入している現役公務員
　限定のプラットフォーム
・Facebookグループへの投稿により、公務員ならではの
　質問や相談が気軽にできる

・顔の見える関係性
・公務員限定
　→安心して交流できる環境が整っている

MIRAI-HUB
（ミライハブ）

・南河内地域の市町村職員のコミュニティ
・富田林市の職員が発起人となり、2019年11月より発足
・普段の業務からプライベート、共同事業までを幅広く
　連携し、コミュニケーションを図る場となっている

「とことん緩い」からこそ、継続できている

SAPPORO
PAY FORWARD

・札幌市役所公式の職員コミュニティ
・恩返しに留まらず、次の世代へ恩を送る（Pay Forward）
　というコンセプトのもと、札幌市をより良い街にするため
　に活動している

コミュニティは湯加減が大切

先進事例⑥　オンラインで話を聞いた、有志の公務員コミュニティ



　広域圏の市町村職員が、通常業務の最大20％を活用し、庁内または広域圏に

おいて、人材育成・相互支援・企画参画などを行う制度

・職員の能力向上

・庁内・自治体間の連携の強化

・人材不足・業務繁忙期への柔軟な対応

提言内容①　広域圏版20％ルール

制度概要

目的ポイント

・通常業務を最優先

・担当業務の引継ぎ、課題解決にも使える

・活用は最大20％の範囲

・広域圏・庁内どちらでも活用可能

・所属長と事前調整のうえ実施



-- ノウハウの共有--

-- 災害時の業務体験談 --

出先から異動した人が先輩から学べる場所 --

-- 引き継ぎ --

-- 地域の魅力の共有 --

コミュニティコミュニティコミュニティ

地元理解

魅力発掘・発信

地元理解

魅力発掘・発信
経験の共有経験の共有

-- 制度利用者と制度経験者との交流 --

ワークライフバランスワークライフバランス

職場応援職場応援
-- 企画参画--

--運営補助--

--繫忙期応援--

-- 業務の不明点の相談 --

-- 業務改善策の検討 --

--知っててあたりまえのことも聞ける場所--

相談相談

学び合い学び合い
--異動希望先--

--メンター同士・経験者 --

--庶務担当者同士--

--同じシステムの活用術--



コミュニティコミュニティコミュニティ

各市町村の庁内システム

・掲示板

・スペース機能

などを活用

①20％ルール活用している人と

の交流会（懇親会）

②それぞれの目的別コミュニテ

ィの初回開催

時期：①年一回、新採研修等

　　　②年度・同じ業務の担当

者が変わったタイミング等

場所：各市町村ごと、近隣市町

村合同いずれも可。

提言内容②　20％ルールを使える取組のプラットフォーム

既存の取組み紹介 交流の場 アイデア募集・受付の場

取組を知りたい職員 取組に参加してみたい職員 新たにやりたいことがある職員

既存の取組同様、庁内シ

ステムを活用

郡山市：オンライン申請

アイデア出しの例

・税外収入のアイデア出

しをしたい！一緒にやり

たい・考えたい人いませ

んか～？等

▼ ▼ ▼



~企画概要~~企画概要~
-- 業務の不明点の相談 --

-- 業務改善策の検討 --

--知っててあたりまえのことも聞ける場所--

相談相談



＜現状＞

・属人化により、業務の悩みが相談できない

・同世代や同じ業務の人との交流が少ない

・分からないことや知りたいことを気軽に聞ける場がない

＜理想＞

・相談のハードルを下げ、コミュニケーションを促進させる

・事務の効率化やスキルの向上、不安解消や意欲向上を図る

提言内容③相談　背景・目的



悩みや相談

がある職員

若手職員

異動1年目の職員

同世代の職員 誰でも

知見を

広げたい職員

人的ネットワーク

を拡大したい職員

先輩・上司
他自治体の

同一業務の職員

提言内容③相談　対象



オンライン オフライン

 相談窓口・交流の場を設ける

・庁舎内の会議室等を活用して、

　決まった時間に交流会を開催する

　（毎月第３水曜日 等）

・業務の不明点や悩み等を誰でも

　気軽に話すことができる

・交流を経て、つながりを増やせる

 デジタル共創プラットフォームの活用

・オンライン上に相談をできるスペ

　ースを設けることで随時使用可能

・オンラインチャットにて、好きな

　時間に質問や相談ができる

・「困ったことがあっても、ここに

　聞けば大丈夫」と思える場を創出

提言内容③相談　実施内容



・自治体職員 ✖ 政府職員限定の
　オンラインコミュニティ

・ビジネスチャットツール「Slack」

　を利用し チャンネル（テーマ）ごと

　に情報共有や議論を行っている

提言内容③相談　デジタル共創プラットフォーム



学び合い学び合い

--異動先--

--メンター同士・経験者 --

--庶務担当者同士--

--同じシステムの活用術--



【背景】

・異動希望を出したい部署はある

が、実際の雰囲気がわからない

・特に、出先と本庁

【実施可能性】

・オープンカンパニーの際に職員

も対象にする(田村市)

【学び合いたいこと】

・出先と本庁で何が違うのか

・職場の雰囲気

【手法】

・オフライン

・年一回の交流会

　（前述の合同開催等）

提言内容④学び合い

異動先



【背景】

・メンターとして良いアドバイス

をしたいが、経験がないので分か

らない

【実施可能性】

・年一回の交流会

・研修に組み込む等

【学び合いたいこと】

・メンターとしてどんなアドバイ

スをしたか

【手法】

・オフライン

提言内容④学び合い

メンター同士・経験者



【背景】
・庶務担当業務の内容は研修で学べるが、

照会回答管理方法、メールの課内確認方法

等は所属によって異なる

【実施可能性】

・庶務担当者研修に組み込む

【学び合いたいこと】
・各所属どのように照会回答管理してるか

・精度も上がり効率よく管理できる方法を

学ぶ

【手法】

・オフライン

提言内容④学び合い　

庶務担当者同士



【背景】

・ガルーン掲示板、スペースなど、同

じシステムでも活用できてる自治体と

そうではない自治体がある

【実施可能性】

・ICTを活用した働き方改革推進

事業（広域圏）

【学び合いたいこと】

・活用例の紹介、操作実践

・今の活用方法を再考・改善

・掲示板の整理方法を検討

【手法】

・オフライン

提言内容④学び合い

同じシステムの活用術



提言内容⑤

職場応援職場応援

-- 企画参画--

--運営補助--

--繫忙期応援--



具体例 企画参画 運営補助 繫忙期応援

対象者

・企画力を磨きたい人

・企画業務を経験して

みたい人

・経験を積みたい職員

・経験歴があり意欲があ

る職員

・経験を積みたい職員

・経験歴があり意欲があ

る職員

所属・

自治体

自所属にはない感性や

視点を企画に取り入れ

たい所属・自治体

イベント・祭などの運営

補助、ボランティアを依

頼したい所属・自治体

定型業務の部内で、繫忙

期の課がある場合に、そ

れ以外の課から募集

郡山市で実施済→広域圏

各市町村でも実施

提言内容⑤　職場応援

募集したい各所属が、掲示板やスペースで募集周知

対象者は、20％ルール活用し、自所属のOK出た後に申込



点から面へ、コミュニティを活かした情報発信

広域連携による

地域の魅力の共有

提言内容⑥



提言内容⑥地域の魅力

背景・目的

課題意識

・業務の中で横断的につながりながら、地域の魅力を掘り起こし、

　整理し、共有する仕組みは、まだ十分に確立されていない

目的

・職員間の広域連携の強化

・広域圏各市町村の観光担当者SNS発信スキル向上

・観光担当者以外の、観光振興に関心がある職員が参加できる機会創出



提言内容⑥地域の魅力

実施方法

自治体ごとに観光情報を収集

広域圏の担当課（有志も可）で共有

SNS発信のスキルアップ

SNSでの情報発信

＼20％ルールの活用／



経験の共有
-- ノウハウの共有--

-- 災害時の業務体験談 --

--課長等の職歴が長い人からのアドバイス--

-- 出先から異動した人が先輩から学べる場所 --

-- 引き継ぎ --

提言内容⑦



背景

・効率的な業務の進め方を知りたい

・優秀な職員のノウハウが個人に留まっている。

・職員の孤立

背景

・効率的な業務の進め方を知りたい

・優秀な職員のノウハウが個人に留まっている。

・職員の孤立

背景・目的背景・目的

目的

・職員の不安解消とスキルの底上げ

・お役立ち情報の共有

目的

・職員の不安解消とスキルの底上げ

・お役立ち情報の共有

提言内容⑦経験の共有　ノウハウの共有



先生

・各部署の業務効率化の達人

・管理職

先生

・各部署の業務効率化の達人

・管理職

対象者

・対象は若手職員を中心とした全職員。（希望者全員）

・新採用研修や職員掲示板にて年数回開催

　（オンラインとオフライン同時開催）

対象者

・対象は若手職員を中心とした全職員。（希望者全員）

・新採用研修や職員掲示板にて年数回開催

　（オンラインとオフライン同時開催）

20％
ルールの活用

20
％ル

ールの活用
先生・対象者先生・対象者

提言内容⑦経験の共有　ノウハウの共有



提言内容⑦経験の共有　

引継ぎ

背景

・引継ぎ書を作成する時間がなかなかとれない

・時間の確保が必要な作業の代表例

20％ルールの利用例

・異動有無によらず、通年通常業務の中で定期的に引き継ぎ書類の作成時間を確保

・異動判明後～引継ぎ実施日までの期間

・引継した側から受けた側に様子を見に行けるような時間にも使える

・異動した最初の１年間

　→引継した側から直接教えたいとき

　→メール・電話などでやりとりするとき



提言内容⑦経験の共有

災害時の業務体験談

背景

災害対応業務の経験不足

基礎自治体職員必須のスキル

聞きたいこと

発生時の初動

職員自身どう身を守ったか

どこに逃げたのか

職員として特に大変だったこと

業務と生活・家族をどう調整させたか

実施可能性

職員避難訓練の内容に組み込む



提言内容⑧　産休・育休カフェ

-- 制度利用者と制度経験者との交流 --

ワークライフバランスワークライフバランス



①背景

・産休・育休支援制度の認知度が低い

　(例)2024年郡山市「パパママ応援手帳」

　認知割合・・約6割 

    男性の育児休業取得率を向上させるため

　には周知必須

・郡山市での取り組みを広域圏各市町村でも参考に

②20％ルールの利用例

・産休・育休制度の利用を検討しているが制度

をよく理解していない人向けに実際に制度利用

の経験がある人との相談できる場を設ける

・サポートブック等ある場合は周知してもらう

③聞きたいこと

・制度の利用方法

・実際に利用してみての感想

・利用する際のアドバイス　等

　経験に基づいた話

提言内容⑧　産休・育休カフェ



提言内容⑧　産休・育休カフェ



学び合い学び合い

＜高め合う＞

経験の共有経験の共有

＜広め合う＞

地元理解

魅力発掘・発信

地元理解

魅力発掘・発信

ワークライフバランスワークライフバランス

職場応援職場応援

相談(職員レベル）

（所属レベル)

相談(職員レベル）

（所属レベル)

まとめ

＜助け合う＞



職員の能力開発

業務引継ぎ・相談の円滑化

交流促進による脱属人化

業務量の多さ

業務改善、引継ぎ等の時間が取れない

効率化スキルの属人化

広域圏全体の

市民サービスの向上

目標

20％ルール活用

目的別コミュニティ

課題

まとめ

効果

取組



ご清聴ありがとうございました！

ＳＰＥＣＩＡＬ♡ＴＨＡＮＫＳ


